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１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 7,285 4.6 880 0.2 924 1.9 622 0.4
2024年３月期中間期 6,963 7.3 878 9.1 907 9.6 620 10.8

(注) 包括利益 2025年３月期中間期 791百万円(△11.0％) 2024年３月期中間期 889百万円( 63.0％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 199.70 ―
2024年３月期中間期 199.16 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 23,618 18,053 75.2
2024年３月期 23,037 17,372 74.2

(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 17,772百万円 2024年３月期 17,097百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 35.00 ― 35.00 70.00
2025年３月期 ― 35.00
2025年３月期(予想) ― 35.00 70.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,000 1.5 2,010 2.5 2,050 0.6 1,420 1.9 455.74

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ―社（社名） 、除外 ２社（社名）
株式会社星医療酸器関西

株式会社星医療酸器東海

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期中間期 3,420,000株 2024年３月期 3,420,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 300,852株 2024年３月期 300,852株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 3,119,148株 2024年３月期中間期 3,115,793株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「（３）連結業績予

想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間期に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当中間連結会計期間におけるわが国経済は、景気の一部に足踏みが残るものの緩やかに回復しております。先行

きにつきましては、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待さ

れます。ただし、欧米における高い金利水準の継続や中国における不動産市場の停滞に伴う影響など、海外景気の

下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっております。また、物価上昇、ウクライナや中東地域をめぐる国

際情勢、金融資本市場の変動等の影響にも十分注意する必要があります。

このような環境のもと、当社グループは取扱商品・サービスの安定供給とお取引先様と従業員の安全確保を最優

先に事業を継続し、医療・介護・福祉分野において企業としての社会的責任を果たしてまいりました。

これらの結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高は7,285百万円（前期比4.6%増）、営業利益は880百万円

（前期比0.2%増）、経常利益は924百万円（前期比1.9%増）、親会社株主に帰属する中間純利益は622百万円（前期

比0.4%増）となりました。

セグメント別の概況は、次のとおりであります。

①医療用ガス関連事業

当部門での主力商品であります医療用酸素・医療用二酸化炭素の出荷量は堅調に推移いたしました。世界情勢

を反映したエネルギーコストの上昇に伴う材料・仕入価格ならびに運送経費の上昇につきましては、市況を見な

がらコスト上昇分を鑑みた適正価格への変更に注力し交渉を進めてまいりました。また円滑な組織体制づくりや

物流・運送業界における2024年問題に対応すべく人的資源の拡充にも努めてまいりました。

これらの結果、売上高は1,932百万円（前期比3.7%増）、セグメント利益は290百万円（前期比9.9%増）となり

ました。

②在宅医療関連事業

当部門は、国の施策である在宅医療への推進を受け、患者様と医療機関のニーズを第一優先にお応えすると共

に、きめの細かい営業活動の継続により「ＨＯＴ（在宅酸素療法）」、「ＣＰＡＰ（持続陽圧呼吸療法）」共に

好調に推移いたしました。

これらの結果、売上高は3,301百万円（前期比6.5%増）、セグメント利益は400百万円（前期比5.4%増）となり

ました。

③医療用ガス設備工事関連事業

当部門は、医療機関に対する医療用ガス設備や消火設備に関する配管工事の施工に加え、配管設備の保守点検

業務を行っております。医療ガス設備工事は上期に大型物件の完工もあり好調に推移いたしました。配管設備の

保守点検業務におきましても安定した売上を確保しております。

これらの結果、売上高は806百万円（前期比22.5%増）、セグメント利益は107百万円（前期比11.6%減）となり

ました。

④介護福祉関連事業

当部門は、介護福祉関連機器のレンタル及び販売部門において、地域包括支援センターや居宅介護支援事業者

への継続的な営業活動を図ることによりレンタル売上ならびに販売においても順調に推移いたしました。

また、訪問看護事業所は、都内３拠点を事業基盤として地域へのＰＲ活動強化による認知度アップとスタッフ

の増員など運営体制の充実を図り、順調に推移いたしました。

これらの結果、売上高は580百万円（前期比4.2%減）、セグメント利益は19百万円（前期比6.3%減）となりまし

た。

⑤施設介護関連事業

当部門は、有料老人ホーム「ライフステージ阿佐ヶ谷」（東京都杉並区）におきまして、24時間看護師在駐や

地元医療機関との連携の更なる構築を図り、高付加価値サービスの提供と、人材育成の体制を強化いたしまし

た。また、入居者様の多様なニーズを把握したうえで、感染症対策を最重視した運営を徹底することで入居者様、

ご家族様への「安心」「安全」をお届けし、入居率の向上に努めました。

通所介護施設「あしつよ・文京」（東京都文京区）、「あしつよ巣鴨」（東京都豊島区）、「あしつよ王子」

（東京都北区）におきましても、感染症対策に留意しつつ、地元密着型のサービスの提供と顧客ニーズの多様化

に対応した稼働率アップを図りました。

これらの結果、売上高は174百万円（前期比0.1%増）、セグメント利益は０百万円（前期比94.1%減）となりま

した。
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（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末の総資産は23,618百万円（前連結会計年度末比581百万円増）となりました。これは主に、

現金及び預金が350百万円、未成工事支出金が105百万円、建設仮勘定が93百万円、投資有価証券が271百万円増加

し、受取手形、売掛金及び契約資産が253百万円減少したこと等によるものであります。

負債合計は5,565百万円（前連結会計年度末比98百万円減）となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が

125百万円減少したこと等によるものであります。

純資産は18,053百万円（前連結会計年度末比680百万円増）となりました。これは主に、親会社株主に帰属する中

間純利益の計上等により利益剰余金が512百万円、その他有価証券評価差額金が174百万円増加したこと等によるも

のであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期通期の連結業績予想につきましては、2024年５月15日発表の業績予想から変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,755,745 10,105,764

受取手形、売掛金及び契約資産 2,810,783 2,557,432

棚卸資産 215,897 317,530

その他 95,445 110,771

貸倒引当金 △2,566 △409

流動資産合計 12,875,305 13,091,089

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,423,470 1,382,976

土地 3,513,215 3,513,215

その他（純額） 1,197,796 1,363,143

有形固定資産合計 6,134,482 6,259,336

無形固定資産 185,554 167,833

投資その他の資産

投資有価証券 2,765,228 3,036,880

その他 1,077,969 1,064,649

貸倒引当金 △1,324 △869

投資その他の資産合計 3,841,873 4,100,660

固定資産合計 10,161,911 10,527,830

資産合計 23,037,216 23,618,920

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,692,869 2,567,450

未払法人税等 363,584 330,586

賞与引当金 224,700 184,800

その他 1,142,417 1,070,792

流動負債合計 4,423,572 4,153,629

固定負債

役員退職慰労引当金 759,450 824,010

長期預り保証金 5,145 5,145

その他 476,117 582,762

固定負債合計 1,240,712 1,411,917

負債合計 5,664,284 5,565,546
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 436,180 436,180

資本剰余金 563,587 563,587

利益剰余金 16,094,993 16,606,998

自己株式 △850,111 △850,111

株主資本合計 16,244,649 16,756,654

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 798,391 973,072

退職給付に係る調整累計額 54,901 42,875

その他の包括利益累計額合計 853,293 1,015,948

非支配株主持分 274,989 280,769

純資産合計 17,372,932 18,053,373

負債純資産合計 23,037,216 23,618,920
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 6,963,992 7,285,705

売上原価 3,456,201 3,618,334

売上総利益 3,507,791 3,667,371

販売費及び一般管理費 2,629,098 2,786,790

営業利益 878,693 880,581

営業外収益

受取利息 2,243 5,487

受取配当金 18,329 30,355

受取家賃 5,925 5,625

仕入割引 2,001 2,464

その他 7,543 4,946

営業外収益合計 36,044 48,879

営業外費用

貸倒損失 10 981

支払利息 2,649 1,975

賃貸原価 846 846

その他 3,645 679

営業外費用合計 7,151 4,482

経常利益 907,585 924,978

特別利益

固定資産売却益 3,791 943

ゴルフ会員権売却益 2,659 ―

特別利益合計 6,450 943

特別損失

固定資産除却損 0 892

特別損失合計 0 892

税金等調整前中間純利益 914,036 925,030

法人税等 291,005 291,176

中間純利益 623,030 633,853

非支配株主に帰属する中間純利益 2,475 10,955

親会社株主に帰属する中間純利益 620,555 622,897
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純利益 623,030 633,853

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 275,222 168,611

退職給付に係る調整額 △8,683 △10,798

その他の包括利益合計 266,538 157,812

中間包括利益 889,568 791,666

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 878,574 785,553

非支配株主に係る中間包括利益 10,994 6,113
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及

適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会

計期間の中間連結財務諸表および前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

その他 合計医療用ガス
関連事業

在宅医療
関連事業

医療用ガス
設備工事
関連事業

介護福祉
関連事業

施設介護
関連事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

1,863,223 3,099,832 658,484 606,250 173,931 6,401,721 562,271 6,963,992

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 19,097 ― ― 19,097 ― 19,097

計 1,863,223 3,099,832 677,581 606,250 173,931 6,420,819 562,271 6,983,090

セグメント利益 264,349 379,703 121,500 21,184 13,387 800,124 78,568 878,693

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、看護学校関連事業、医療器具関連事

業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 800,124

「その他」の区分の利益 78,568

セグメント間取引の消去 0

中間連結損益計算書の営業利益 878,693

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

その他 合計医療用ガス
関連事業

在宅医療
関連事業

医療用ガス
設備工事
関連事業

介護福祉
関連事業

施設介護
関連事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

1,932,043 3,301,852 806,472 580,896 174,111 6,795,376 490,329 7,285,705

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 43,883 ― ― 43,883 ― 43,883

計 1,932,043 3,301,852 850,355 580,896 174,111 6,839,259 490,329 7,329,589

セグメント利益 290,551 400,132 107,442 19,853 783 818,763 61,817 880,581

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、看護学校関連事業、医療器具関連事

業等を含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 818,763

「その他」の区分の利益 61,817

セグメント間取引の消去 0

中間連結損益計算書の営業利益 880,581

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

（連結子会社の吸収合併）

当社は2023年12月８日開催の取締役会において、当社の完全子会社である株式会社星医療酸器関西及び株式会

社星医療酸器東海を吸収合併することを決議し、2024年４月１日付で吸収合併いたしました。

１．取引の概要

（１）結合当事企業の名称及び事業の内容

（吸収合併存続会社）

名称 ：株式会社星医療酸器

事業の内容：医療用ガスの製造販売

（吸収合併消滅会社）

名称 ：株式会社星医療酸器関西

事業の内容：医療用ガスの製造販売

名称 ：株式会社星医療酸器東海

事業の内容：医療用ガスの製造販売

（２）企業結合日

2024年４月１日

（３）企業結合の法的形式

当社を存続会社、株式会社星医療酸器関西及び星医療酸器東海を消滅会社とする吸収合併

（４）結合後企業の名称

株式会社星医療酸器

（５）その他取引の概要に関する事項

株式会社星医療酸器関西及び株式会社星医療酸器東海は、当社グループにおいて医療用ガスの製造販売事

業を行ってまいりましたが、グループにおける業務運営の効率化及び円滑化の一環として、経営資源の集約

化を図り市場の変化や顧客ニーズに適切かつ迅速に対応出来る体制整備と、併せて当社の知名度を活用した

効果的な営業展開を行うことを目的として、当社が株式会社星医療酸器関西及び株式会社星医療酸器東海を

吸収合併することといたしました。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取

引として処理いたしました。


